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９月３日第422回　市議会定例会

市  政  報  告市  政  報  告議 会9 月

　平山耕三市長は、９月３日開会の第４２２回市議会
定例会で各議案の提案説明に先立ち、「新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大の状況については、首都圏
を中心に４度目の「緊急事態宣言」が発令されました。
県内においても変異株であるデルタ株が確認される
など感染が拡大し、まん延防止等重点措置の対象地
域に高知県が加えられ、さらなる感染対策を求められ
ています。
　新型コロナワクチン接種の進捗状況については、８
月１日現在、６５歳以上の高齢者１５，３１９人のうち
７６．４％にあたる１１，７１１人が１回目の接種を、７
０．２％にあたる１０，７５６人が２回目の接種を終了
しました。また、優先接種の対象とした市内の教育・
保育施設に勤務する方については、ほぼすべての希望

者への１回目の接種を終了し、消防団員への接種に
ついても、希望者全員の接種を完了しました。
　接種を希望される高齢者の予約状況が一定落ち
着いたことから、７月１９日には事前の調査で基礎疾
患のある６４歳以下、７月３１日には６０歳以上６４歳
以下、８月５日には５０歳以上５９歳以下、８月１０日
には１２歳以上４９歳以下の市民の皆様にそれぞれ
接種券を発送しました。
　今後については、変異株の流行により４０歳代およ
び５０歳代の重症化割合も増加しており、感染拡大を
防ぐため、若い世代への接種の啓発にしっかりと取り
組みます。」などと述べた後、主要な課題について報告
しました。
　あらましを紹介します。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、県
内
に
お
い
て
、

よ
り
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
変

異
株
の
感
染
が
主
流
と
な
っ
た
た

め
、高
知
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
か
ら
、本
市
を

含
む
県
都
周
辺
に
感
染
が
拡
が
っ

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
注
意
喚
起

が
６
月
下
旬
に
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、本
市
対
策
本
部

会
議
に
お
い
て
は
、防
災
行
政
無

線
や
広
報
車
を
活
用
し
、注
意
喚

起
放
送
を
行
う
と
と
も
に
、市
立

施
設
に
お
け
る
活
動
自
粛
を
要
請

す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
、市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、本

市
を
含
む
中
央
東
福
祉
保
健
所
管

内
の
感
染
拡
大
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、８
月
に
入
り

県
内
の
感
染
者
数
が
急
増
し
た
こ

と
に
よ
り
、「
高
知
県
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
目

安
」の
対
応
ス
テ
ー
ジ
は
最
上
段
の

「
非
常
事
態
」に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、本
市
で
は
、市
長

が
直
接
、防
災
行
政
無
線
で
市
民

の
皆
様
に
感
染
拡
大
の
防
止
を
呼

び
か
け
た
ほ
か
、注
意
喚
起
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
や
、社
会
体
育
施
設

お
よ
び
市
立
公
民
館
の
休
館
な
ど

の
緊
急
の
対
応
を
実
施
し
ま
し
た
。
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市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
の
実
施
期

間
を
、11
月
末
ま
で
延
長
し
た
こ

と
に
よ
り
、既
に
施
設
利
用
を
予

約
さ
れ
て
い
ま
し
た
各
団
体
な
ど

に
は
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て

会
場
変
更
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、市
美
術
展
覧
会
に
つ
い
て

も
、例
年
よ
り
一
週
間
会
期
を
遅
ら

せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

感
染
症
の
影
響
に
対
す
る

経
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対
策
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経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、市
内
の

理
美
容
店
に
対
す
る
支
援
策
と
し

て「
理
美
容
所
利
用
促
進
事
業
」を

開
始
し
ま
し
た
。

　
な
お
、飲
食
店
、タ
ク
シ
ー
、代

行
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
店
な
ど
へ
の
支

援
の
た
め
の「
飲
食
店
等
支
援
商

品
券
発
行
事
業
」、な
ら
び
に
宿
泊

者
の
誘
致
と
と
も
に
市
内
で
の
消

費
喚
起
を
促
す
こ
と
で
宿
泊
事
業

者
、観
光
施
設
、土
産
品
販
売
店
、

飲
食
店
、タ
ク
シ
ー
、代
行
、レ
ン
タ

カ
ー
な
ど
の
幅
広
い
事
業
者
の
支

援
を
行
う「
宿
泊
者
向
け
ク
ー
ポ

ン
発
行
事
業
」に
つ
い
て
は
、感
染

令
和
２
年
度
市
税
徴
収
実
績

令
和
２
年
度
市
税
徴
収
実
績

　
令
和
２
年
度
の
市
税
徴
収
実
績

は
、徴
収
額
61
億
４
千
８
７
２
万

円
、徴
収
率
97.

56
％
で
、前
年
度

よ
り
徴
収
額
で
２
千
３
７
４
万
円
、

徴
収
率
で
０.

22
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
大
幅
な
減
収
も
予

想
さ
れ
ま
し
た
が
、税
収
の
落
ち
込

み
は
僅
か
な
も
の
で
、感
染
症
等
に

係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
に
よ
る
徴

収
猶
予
額
を
差
し
引
い
た
場
合
、

徴
収
率
は
前
年
を
上
回
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、三
税
協
力
体
制
を
推

進
し
、税
の
公
平
性
、収
入
未
済
額

の
削
減
お
よ
び
徴
収
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

高
知
県
集
落
実
態
調
査

高
知
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集
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実
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調
査

　
本
年
度
高
知
県
が
行
う
高
知
県

集
落
実
態
調
査
は
、今
後
の
中
山

間
対
策
の
施
策
づ
く
り
に
活
か
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、50
世
帯
未

満
の
集
落
を
対
象
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
調
査
は
、地
域
の
実
情
を
把
握

す
る
た
め
集
落
代
表
者
か
ら
の
聞

取
り
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
本
年

中
に
実
施
さ
れ
、調
査
結
果
は
、令

「
お
く
や
み
窓
口
」設
置

「
お
く
や
み
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」設
置

　
死
亡
届
提
出
の
際
の
手
続
を
総

合
的
に
ご
案
内
す
る「
お
く
や
み
窓

口
」は
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、８
月
か
ら
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
当
面
は
電
話
で
予
約
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、10
月

か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
予
約
受

付
も
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、市

民
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ

ス
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

に
つ
い
て
は
、８
月
１
日
現
在
の
交

付
率
が
全
国
で
36.

０
％
、高
知
県

29.

０
％
、本
市
は
26.

６
％
で
す
。

　
今
後
と
も
、出
張
申
請
の
実
施

な
ど
普
及
に
努
め
ま
す
。
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な
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３
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到
達

　「
海
洋
堂
ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

な
ん
こ
く（
南
国
市
も
の
づ
く
り
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）」は
、オ
ー
プ
ン

か
ら
３
カ
月
の
６
月
20
日
に
来
館

者
が
３
万
人
を
超
え
、記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

　
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
重

点
項
目
と
し
て
位
置
づ
け
る
認
知

症
対
策
の
施
策
推
進
に
つ
い
て
は
、
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財
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令
和
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令
和
２
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
特
別
定
額
給
付
金
事

業
費
な
ど
の
増
に
よ
り
、歳
入
・
歳

出
と
も
に
大
幅
に
増
額
し
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
、対
前
年
度
比
87

億
７
千
３
１
２
万
６
千
円
、38.

９

％
増
の
３
１
３
億
３
千
１
８
５
万

７
千
円
。歳
出
総
額
は
、対
前
年
度
比

86
億
７
千
４
０
７
万
１
千
円
、39.

６

％
増
の
３
０
５
億
５
千
２
１
１
万

６
千
円
で
、実
質
収
支
は
５
億
３

千
８
２
４
万
７
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　
地
方
債
借
入
残
高
は
令
和
２
年

度
末
で
、対
前
年
度
比
20
億
３
千
５

８
１
万
７
千
円
、10.

３
％
増
の
２
１

８
億
７
千
３
３
９
万
１
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
87.

２
％
で
、対
前

年
度
比
7.5
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、公
債
費
負
担
の
健
全

度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
は
7.3

％
で
対
前
年
度
比
0.1
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
普
通
交
付
税
に
つ
い

て
は
、対
前
年
度
比
２
億
１
２
９

万
５
千
円
、5.5
％
増
の
38
億
５
千

９
２
２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、臨
時
財
政
対
策
債
は
、対

前
年
度
比
２
億
１
千
44
万
８
千
円
、

34.
６
％
増
の
８
億
１
千
８
７
３
万

円
と
な
り
、合
計
で
は
４
億
１
千
１
７

４
万
３
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事

業
の
申
請
受
付
を
７
月
上
旬
か
ら

開
始
し
、８
月
18
日
現
在
、申
請
件

数
は
18
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。申
請

受
付
の
終
了
時
期
を
11
月
末
ま
で

延
長
し
ま
し
た
。

市
職
員
を
対
象
に
認
知
症

サ
ポ
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養
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催

市
職
員
を
対
象
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
を
対
象

と
し
て
児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万

円
を
給
付
す
る
、子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

５
月
に
給
付
を
行
っ
た
ひ
と
り
親

世
帯
を
除
く
本
年
度
の
住
民
税
非

課
税
の
児
童
手
当
受
給
者
に
対
し
、

７
月
30
日
に
給
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、児
童
扶
養
手
当
の
受
給

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
、高
校
生
の

み
を
養
育
す
る
非
課
税
世
帯
な
ど

に
対
す
る
給
付
事
務
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
を
給
付

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
を
給
付

企
業
の
農
業
参
入

企
業
の
農
業
参
入

　
四
国
電
力
株
式
会
社
と
農
林
中

央
金
庫
の
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ

次
世
代
型
園
芸
用
ハ
ウ
ス
が
完
成

次
世
代
型
園
芸
用
ハ
ウ
ス
が
完
成

熱
中
症
予
防

熱
中
症
予
防

　
全
国
的
に
６
月
下
旬
か
ら
熱
中

症
の
発
生
が
急
増
し
て
お
り
、本
市

で
の
熱
中
症
お
よ
び
疑
い
の
あ
る

救
急
搬
送
件
数
は
、５
月
か
ら
７

月
末
ま
で
で
昨
年
同
時
期
に
比
べ

14
件
多
い
26
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、広
報
お
よ
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
熱
中
症
予
防
の
記
事
を

掲
載
し
、庁
舎
一
階
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
使
っ
た
啓
発
の
ほ
か
、防
災
行

政
無
線
の
放
送
や
救
急
車
な
ど
で
の

巡
回
広
報
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

巡
回
広
報
な
ど
を
実
施

巡
回
広
報
な
ど
を
実
施

症
の
状
況
が
一
定
落
ち
着
く
時
期

を
見
な
が
ら
、開
始
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
知
県
か
ら
飲
食
店
な

ど
に
対
し
て
行
わ
れ
た
営
業
時
間

短
縮
要
請
に
つ
い
て
は
、県
の
要
請

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
内
事
業

者
に
対
し
て
独
自
の
追
加
協
力
金

を
給
付
し
ま
す
。

　
今
後
も
、行
政
改
革
大
綱
や
中

期
財
政
収
支
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
基

づ
き
、健
全
な
財
政
運
営
の
確
立

に
努
め
ま
す
。

和
４
年
４
月
に
高
知
県
か
ら
公
表

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
市
で
は
、市
内
19
集
落
を
対
象

と
し
て
聞
取
り
調
査
と
一
部
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

高
知
県
と
の
連
携
の
も
と
８
月
か

ら
聞
取
り
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
集
落
の
代
表
者
の
皆
様
を
は
じ

め
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、実
態
調
査
を
通
じ
て

地
域
の
実
情
把
握
に
努
め
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
の
た
め
、毎
年
、市
内
の

事
業
所
や
地
域
の
団
体
、学
校
な
ど

で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。本
年
度
は
市

職
員
の
研
修
と
し
て
位
置
づ
け
、６

月
に
講
座
を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、今
後

さ
ら
に
職
場
や
地
域
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
で
認
知
症
の
方
に
接
す
る

機
会
が
増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。認
知
症
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
に
継
続
し
て
啓
発
を
行
い
、

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

れ
た
農
業
法
人「A

itosa

（
ア
イ
ト

サ
）株
式
会
社
」に
お
い
て
は
、植
田

地
区
の
農
地
に
次
世
代
型
園
芸
用

ハ
ウ
ス
１
号
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
９
月
か
ら
養
液
に
よ
る
シ
シ
ト

ウ
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
、11
月
に

は
出
荷
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　
本
市
に
お
け
る
企
業
の
農
業
参

入
の
モ
デ
ル
と
し
て
、安
定
生
産
に

よ
る
持
続
的
な
経
営
が
可
能
と
な

る
よ
う
、今
後
と
も
、県
・
Ｊ
Ａ
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援

を
実
施
し
ま
す
。


